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免疫局所 リンパ節細胞はマウス単純ヘルペス角膜炎の

感染防御に有効である (表 5)
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要  約
HSV‐ 1角膜感染ヌー ドマウスに免疫局所 リンパ節細胞を養子移入して,HSV‐ 1角膜感染症での免疫細胞の
ウイルス増殖抑制効果を調べた。免疫局所 リンパ節細胞は HSV‐ 1角膜接種後のウイルス増殖を抑制 した。しか

し,L3T4陽性細胞あるいは Lyt 2.3陽性細胞だけを養子移入 した場合には充分なウイルス増殖抑制は得られ
ず,両方のサブセットが存在するときはじめてウイルスの増殖が効果的に阻止 されることが示唆された。(日 眼

92:1461-1465,1988)

キーワー ド:マ ウス HSV_1角 膜炎,免疫局所 リンパ節細胞,免疫細胞養子移入,Lyt 2.3陽性細胞,L3T4陽性
細胞

Abstract
Immune preauricular and submandibular lymph node cells were obtained from BALB/c mice,

which had been sensitized with herpes simplex virus type I (HSV-l) subconjunctivally. These immune
cells were treated with anfi-Lyt 2.3 antibody plus complement, anti-L3T4 antibody plus complement or
complement alone and were transferred to syngeneic BALB/c nude mice by an intravenous route, Two
hours later, HSV-I was inoculated in the scratched corneas of the nude mice. On the 7th day
post-inoculation, eye balls and trigeminal ganglia were removed from the nude mice, and assayed for
the virus. Adoptive transfer of the immune local lymph node cells inhibited the virus proliferation in
the eye balls and prevented viral spread to the trigeminal ganglia. The inhibitory efrects against viral
replication was reduced by the depletion of Lyt 2.3 bearing cells or L3T4 bearing cells. These findings
demonstrate that both Lyt 2.3 bearing cells and LBT4 bearing cells play a role in preventing viral
propagation in murine HSV-1 keratitis. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 92: 1461-1465, 1988)

Key words: Murine HSY-1 keratitis, Immune local lymph node cells, Adoptive transfer. Lyt 2.3
bearing cells, LBT4 bearing cells

別刷請求先 :162 東京都新宿区河田町 8-1 東京女子医科大学眼科学教室 風見 宣生
(昭和63年 4月 13日 受付)

Reprint requests to:  Norio lKazami,14.D.   Dept.Of()phthalmol,■｀okyO WOnlen'sヽ 4edical College
10 Kawada‐ chO,Ichigaya,shinJuku_ku,′ I｀ okyo 162,Japan

(ACcepted for publication Epril 13,1988)



44- (1462)

I緒  言

単純ヘルペスウイルス感染症とその防御機構に関す

る研究は,主 としてマウスを用いて,皮内接種,腹腔

内接種などの方法で行われている
1)～4).単
純ヘルペス

ウイルス 1型 (以下 HSV-1と略)が角膜に接種された

とき,角膜は無血管組織という特異性からウイルス感

染時の防御機構も他の組織の場合とは異なった様相を

呈することも予想される。著者は,HSV‐ 1角膜感染症

でのウイルスの拡がりに対して免疫局所 リンパ節細胞

が抑制効果をもつことを示し,抗 Lyt l.2単 クローン

抗体 と抗 Lyt 2.2単 クローン抗体を用いて T細胞サブ

セットの働きについて検討を加えた
5)。 そこで今回は,

Helper/inducer T cellに 特異的とされる抗 L3T4抗

体を使用してHSV‐ 1角膜感染症の際に働くT細胞サ

ブセットの解析を行なったのでここに報告する。

II 実験方法

1.ウ イルスと動物 :GMK細胞で継代 した HSV‐
1,CHR‐ 3株を用いた.使用時のウイルス価は4.3× 106

plaque forming unit(以 下 pfuと 略)/mlであった。

マウスは雌雄の BALB/c CrSlc(以 下マウスと略)6
～8週齢,雄の BALB/c nu/nuSIc(以 下ヌードマウス

と略)8週齢を用いた。
2.抗体と補体 :抗 Lyt 2.2単クローン抗体 (Cedar‐

lane Lab.,Ontario,Canada),抗 Thy l.2単 クローン

抗体 (Cedarlane Lab.,OntaFiO,Canada), ウサギ低

毒性補体 (Cedarlane Lab.,Ontario,Canada)を 用い

た.抗 L3T4単 クローン抗体は東京大学医科学研究所

の成内秀雄先生より譲 り受けた。

3.免疫局所 リンパ節細胞浮遊液の調整 :マ ウスの

両眼球結膜下に6.6× 104 pfuの HSV-1を接種した.7

日後,マ ウスを屠殺し耳前 リンパ節,顎下 リンパ節を

無菌的に摘出した。摘出した リンパ節をステンレス

メッシュをとおして個々の細胞とし,10%胎児ウシ血

清加 RPM11640液 (以下 RPM11640液 と略)に浮遊さ

せた。0.83%NH4 Cl液 を加えて赤血球を溶解した後 ,

RPM11640液 に再浮遊 させた。ついで,ル ー瓶中で

37℃ ,40分間保温し,ガラス壁に付着した細胞を除き,

免疫局所 リンパ節細胞を得た。

4.免疫細胞の抗体処理 :免疫局所リンパ節細胞浮

遊液を107/mlに調整し,200倍 に稀釈した抗 Lyt 2.2抗

体を加え,4°C,60分間反応させた。RPM11640液 で洗

浄した後,同液に浮遊 させた。再びこの浮遊液を
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RPM11640液を用いて107mlに調整し,10倍に稀釈し

た低毒性ウサギ補体を加えて37°C,60分間反応させた。

再度 RPM11640液に浮遊させTrypan blueで 染色し,

生細胞の数を数えた。そして,生細胞が108/mlと なる

ようにRPM11640液 に浮遊させた。

107/mlに調整した免疫局所リンパ節細胞浮遊液に,

10倍に希釈した抗 L3T4抗体を加えて,室温で30分間

反応させた後,RPM11640液で洗浄,再浮遊させた。上

述と同様に低毒性ウサギ補体と反応させて,生細胞が

108/mlと なるように RPM11640液に浮遊させた。

5.メ ードマウスヘの細胞移入 :ヌ ードマウスを 4

群にわけ, 1群につき6匹 とした。それぞれの群で,

メードマウス 1個体につき107の細胞を尾静脈より移

入した。細胞移入を受けないものを対照群とした.

6.ヌ ードマウスヘのウイルス接種 :細胞移入の 2

時間後, メードマウスをエーテルで麻酔した。両眼角

膜を27ゲージ針にて角膜実質に達するように乱切し,

3.3-6.6× 103pfuの HSV‐ l CHR3株 を滴下した。

7。 ウイルス価の測定 :ウ イルスの角膜接種から 7

日後,すべてのヌードマウスを屠殺し,眼球,三叉神

経節を無菌的に摘出した。これらを各群ごとに集めて

乳化し,GMK細 胞を用いてプラーク法によってウイ
ルス価を測定した。

以上を実験 1と した。同様の実験を 6～ 8週齢の

ヌードマウスを用いて行ない,実験 2と した。実験 2

ではヌードマウスを 1群 7匹 とした。 また,実験 2で
は抗 Thy l.2単 クローン抗体と補体で免疫細胞を処理

し,養子移入を行なった群も加えた。

III 結  果

実験 1:ウ イルス接種 7日後, メー ドマウスはすべ

て生存していた。眼球のウイルス価は対照群では9.7×

104ph/0.lg tissue weigh(以 下 pfu/0.lg t.w之 略),

抗体処理を受けておらず補体のみで処理された免疫細

胞を移入した群 (以下これを非抗体処理細胞移入群と

する)では3.3ph/0.lg t.w.,抗 Lyt 2.2抗体処理細胞

移入群では3.0× 104pfu/0.lg t.w.,抗 L3T4抗体処理

細胞移入群では1,7× 103pfu/0.lg t.wで ぁった (表

1)。 三叉神経節のウイルス価は対照群では4.7× 104

pfu/0.lg t.w.,非抗体処理胞移入群では5.5× 102p島 /

0.lg t.w.,抗 Lyt 2.2抗体処理細胞移入群では3.3× 102

pm/0.lg t.w.,抗 L3T4抗体処理細胞移入群では2.5×

102pm/0.lg t.w.で ぁった (表 2).眼球でのウイルス

増殖は,Lyt 2.3陽 性細胞がL3T4陽性細胞に比べより
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表 l HSV-1角膜接種 7日後の眼球のウイルス価      表4 HSV-1角膜接種 7日後の眼球のウイルス価
(実験 1)                         (実 験2)

ウイルス価
(pfu/01g糸巳*哉]ヨ星|:)

マウス数
(匹 )

非抗体処理細胞移入群

抗L,2・ 2抗体処理細胞移入群

抗L3T4抗 体処理細胞移入群

対 照 群

3.3

3.0× 104

1.7× 103

97× 104

表 2 HSV-1角膜接種 7日後の三叉神経節の
ウイルス価 (実験 1)

表 3 HSV-1角膜接種 7日 後のマウス生存数
(実験 2)

マウス数
(′ L)
生存数
(′Чリ
生存率
(%)

―|卜抗体処 |」 |!細胞移人|IT

抗 Lyt2・ 2抗 体処1:ITIIII泡 移
'、

ギ|

抗 L3T4抗 fl処理利|II」 F多入群

イt′ I｀ hyl・ 2抗 体処111子 |||1泡 移人|「

対 照  |‖

100

10()

86

57

14

′

効果的に抑制した。三叉神経節では両方の細胞 ともに,

ウイルス増殖に対し有効に働いた。

実験 2:HSV‐ 1角膜接種 7日 後,非抗体処理細胞移
入群,抗 Lyt 2.2抗体処理細胞移入群ではすべての
ヌードマウスは生存していたが,抗 L3T4抗体処理細
胞移入群では 1匹,抗 Thy l.2抗体処理細胞移入群で
は 3匹,対照群では 6匹が死亡した (表 3).
眼球のウイルス価は,対照群では2.0× 104pm/0.lg
t.W.で あった。非抗体処理細胞移入群では2.0× 102

pfu/0.lg t.w。 とウイルス価は抑えられていた.抗 Lyt
2.2抗体処理細胞移入群,抗 L3T4抗体処理細胞移入
群,抗 Thy l.2抗 体処理細胞移入群では103代 と対照群

と非抗体処理細胞移入群の中間のウイルス価を示した

(表 4).

三叉神経節では,対照群で4.7× 104ph/0.lg t.w.,

抗 Thy l.2抗体処理細胞移入群で4.0× 103pfu/0.lg t

‐のウイルス価であった。非抗体処理細胞移入群,抗

ウイルス価
(pfu/0.lg組 織重量)

マウス数
(匹 )

非抗体処理細胞移入群

抗 Lyt2・ 2抗体処理細胞移入群

抗L3T4抗体処理細胞移入群

抗 Thylo2抗体処理細胞移入群

対 照 群

2.0× 102

2.3× 103

2.3× 103

4.8× 103

2.0× 104

表 5 HSV-1角膜接種 7日 後の三叉神経節の
ウイルス価 (実験 2)

ウイルス価
(pfu/0.lg組 織重量)

マウス数
(匹 )

非抗体処理細胞移入群

抗 Lyt2・ 2抗体処理細胞移入群

抗 L3T4抗体処理細胞移入群

抗 Thyl・ 2抗体処理細胞移入群

対 照 群

4.3× 102

9.4× 102

4.3× 102

4_0× 103

4.7× 104

Lyt 2.2抗体処理細胞移入群,抗 L3T4抗体処理細胞移

入群では102代 と,そ れぞれ似たようなウイルス価を示

した (表 5).

非抗体処理免疫細胞は,眼球,三叉神経節ともウイ
ルス増殖を抑制した.ヌ ードマウスの生存率でみると,

L3T4陽 性細胞のほうが Lyt 2.3陽性細胞に比べてウ

イルスの感染防御に有効であるような結果となった .

しかし,組織のウイルス価では,両方の細胞にウイル
ス増殖抑制効果の差は見られなかった。

IV 考  按
HSV感染症の感染防御には,非特異的免疫機構や
液性免疫,細胞性免疫が働いており, これらの関与に
ついて in vivo,in vitroの実験で多くが報告され,な
かでもHSV急性感染で細胞性免疫が重要な役割をは
たしていることが知 られている6)～9).細胞性免疫の担

当細胞には,遅延型過敏症反応 T細胞 (TDHと 略)と
細胞障害性 T細胞 (Tcと 略)があり,マ ウスでは TDH
は H‐21a拘束性で,Lyt l,L3T4の 表面抗原をもち,
Tcは H-2Kあ るいは D拘束性で,Lyt 2.3の表面抗原
をもっている。

従来よりHSV感染症の感染防御に働 く細胞性免疫
の T細胞サブセットについて様々な報告がなされて
いる。一方では Lyt l陽性細胞が担当細胞として働 く

という実験結果が示され,Oakesら は HSV‐ 1角膜感染

ウイルス価
(pfu/0.lg組 織重量)

マウス数
(匹 )

非抗体処理細胞移入群

抗Lyt2o2抗体処理細胞移入群

抗L3T4抗 体処理細胞移入群

対 照 群

5.5× 102

3.3× 102

2.5× 102

4.7× 104
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症についても同様の結果を報告している
13)。 しかし,

Larsenら は抗 Lyt l.2抗体と補体で処理 した HSV-1

感作牌細胞よりも,抗 Lyt 2.2抗 体 と補体で処理した

ときのほうが HSV-1に対する防御効果が減弱するこ

とで,Lyt 2.3陽 性細胞の有効性を指摘 している
口)15)。

そして角膜感染症の場合においても,Lyt 2.3陽 性細胞

が感染防御に効果的に働いているという結果が得られ

ている16)。

HSVは接種ルー トによって,すなわち抗原が呈示
される場所により免疫機構の対応が異なり,誘導され

る T細胞サブセットの働 きにも違いがあることが知

られている17)。 著者は,マ ウスの HSV-1角 膜感染症で,

球結膜下にウイルスを接種して得られた免疫局所 リン

パ節細胞がウイルス増殖を効果的に抑えることを示し

た5).

そこで今回,抗 Lyt 2.2抗体と,TDHに特異性の高い

抗 L3T4抗体と補体で免疫細胞を処理す ることで,

HSV‐ 1角膜感染症の防御に働くT細胞サプセットの

解析を行なった。HSV-1球結膜下接種 7日後に得た耳

前 リンパ節および顎下 リンパ節細胞は HSV‐ 1角膜感

染時のウイルス増殖を抑制する効果をもつことが示さ

れた。ウイルス角膜接種 7日 後の眼球のウイルス価を

みると実験 1では抗 Lyt 2.2抗体と補体で処理した細

胞を移入したときのほ うが,抗 L3T4抗体 と補体で処

理した細胞を移入したときと比べて低いウイルス価を

示した。従って,実験 1か らは L3T4陽性細胞のほうが

有効に働くように思われた。実験 2では抗 Lyt 2.2,抗

L3T4抗体処理細胞移入群とも同じウイルス価を示し,

またマウスの生存率は抗 Lyt 2.2抗 体処理細胞移入群

のほうが高かった。従って実験 1と 2を考えあわせる

と, どちらか一方の細胞が特に強いウイルス増殖抑制

効果をもつといった結果は得られなかった。

しかし,実験 1と 2で共通してみられるように,抗

Lyt 2.2抗体あるいは抗 L3T4抗体 と補体で細胞を処

理すると補体のみで処理した場合と比べ, ウイルス増

殖抑制効果が著しく減弱することが示された.さ らに

実験 2で,これらの抗体で細胞を処理すると,抗 Thy

l.2抗体で細胞を処理 したときとほぼ同等のウイルス

価を示す実験結果を得た.こ れは,L3T4陽性細胞,Lyt

2.3陽性細胞のどちらかを抗体処理してしまうとT細

胞全体を処理した場合と同程度のウイルス増殖抑制効

果の減弱がみられることを示している。これらのこと

から,L3T4陽性細胞 と Lyt 2.3陽 性細胞のどちらか一

方がウイルス増殖抑制を担当しているのではなく,両
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方の細胞が同時に存在するときは じめて有効なウイル

ス増殖抑制効果が生 じると推察 され る。

三叉神経節への ウイルスの拡が りは実験 1, 2で は

ぼ同様の傾向がみ られ,眼球のウイルス価を反映す る

価をとっていない。 これは,神経節内のウイルスに対

して防御機構が働 きにくいこと,HSV-1角膜接種後の

三叉神経節での ウイルス価のピークが接種後 5日 前後

であること (未発表 )な どがあ り,実験結果に影響を

与えていると思われる。従って,三叉神経節へのウイ
ルス伝播の抑制を検討する場合には実験系の一部を変

更する必要がある。

この実験で HSV‐ 1角膜感染症 の感染防御には L3

T4陽性細胞 と Lyt 2.3陽性細胞の両方の存在が必要で

あることが示唆 されたが,両者間の相互作用や役割分

担については明確ではない.こ れ らの点を明らかにし,

HSV‐ 1角膜感染症 における防御機構 をより詳細 に検

討すべ く,今後実験をかさねてい く予定である。
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